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1 はじめに
ソーシャルメディアの発達によって，Webを通
して情報発信することが容易となり，Web上には
個人が記したテキストが多く流通している．これ
らのテキストは個人が自由に記述しているため，
この中には，新しい単語や既知単語であるが新し
い意味で使用されている単語がしばしば含まれて
いる．それゆえ，テキスト中の新語や新語義を検
出する技術への関心も高まっていると言える．
本稿では新語義検出の手法について論じる．語
の意味を自動処理する研究としては語義曖昧性解
消（WSD）[4]が以前から中心的な課題であった．
WSDは語の語義クラスが事前に与えられる典型
的な分類問題である．そのため，教師あり学習に
基づく手法が採用されることが多く，学習データ
も SemEval-2 Japanese WSD Taskの活動 [5]など
を通して整備されている．

WSD用学習データでは，語義を推定したい事
例（単語）に対して語義 IDを示すラベルが付与
されている．我々は現在，このWSD用に整備さ
れた学習データを最大限に活用できる新語義検出
手法を検討している．本稿では，これまでに検討
した提案手法の概要を述べたあと，簡単な評価実
験を実施したので，その結果について述べる．

2 提案手法
提案手法では国語辞典に記述されている語義の
掲載順序に注目する．国語辞典には各語の語義が
記述されているが，ある見出し語が複数の語義を
もつ場合は編纂者が定めた掲載順序方針に従って
順に語義が記述される．掲載順序方針は国語辞典
によって異なるが，岩波国語辞典 [7]では「出来
るだけ現代語として最も普通に行われている意味
から始める」とされている．我々はこれを「よく

使われる」順と解釈した．この解釈が正しいと仮
定するなら，岩波国語辞典の語義の掲載順序を参
照することで，語毎に語義の使われやすさを求め
ることが出来ることになる．以下，掲載順序と呼
ぶ場合は，岩波国語辞典における語義の掲載順序
を指す．
次に，語義の掲載順序と新語義の関係について

考える．新語義とは，ある語におけるこれまで使
われていなかった新しい意味であることから，そ
の語の新語義の用例はすべてのどの既知語義の用
例よりも出現しないと仮定できる．つまり，我々
が検出したい新語義を国語辞典に記述することを
考えた場合，「よく使われる」順に掲載するなら，
新語義はすべての既知語義のあとに続く形で掲載
することになる．
以上を踏まえると，次のような新語義検出手法

を検討することができる．
• WSD用に整備された既知語義データを利用
して，語義の掲載順序をモデル化する．ここ
では，掲載順序として，絶対的な順位ではな
く，相対的な順序関係を想定している．
• ある語に対して，新語義検出対象の用例（n
個）と既知語義用例からなる事例集合（適当
なm個）を準備し，これに上記の順序モデル
を適用することで，用例間に順序を与える．
• ここまでの仮定が全て正しいなら，順序付け
られた事例群の末尾側に新語義用例が集まる
ことになるので，末尾部分の n個以下の用例
を新語義と判定する．

3 評価実験
3.1 実験の設定

SemEval-2 Japanese WSD Task（以下，JWSD
Task）[5] の設定に準拠して，提案手法の有効性
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表 1: 実験データ
見出し語数 39
上記の総用例数 2,785
うち，新語義用例数 147

表 2: 実験データにおける既知語義数の分布
既知語義の語義数 単語数 単語例

2 14 電気，カバー
3 11 意味，求める
4 8 時代，カード

5以上 6 手，落とす
計 39

を検証する．JWSD TaskはWSDが主課題である
が，新語義の扱いも含まれている．ただし，JWSD
Taskで正式に採用されているデータ内には新語義
データはわずかしか存在しない．そこで今回は，
JWSD Taskと同じBCCWJコーパス [3]に対して，
新語義の事例数を増やしたデータを用いることに
した．実験で使用したデータの詳細を表 1に示す．
新語義を含む異なり単語（国語辞典の見出し語）
は 39件で，単語あたりおよそ 72件の用例をもち，
そのうち平均 4件が新語義となるデータである．
見出し語 39件がもつ既知語義の語義数の分布
および単語例を表 2に示す．既知語義の分類粒度
は中分類である．手法の制約から，既知語義の語
義数が２以上のデータを使用している．
次に，語義の掲載順序モデルの学習について述
べる．モデルは見出し語ごとに構築する．ある見
出し語の既知語義用例に対して，まず，語義掲載
順位が異なる用例を対にする．これを xとおく．
そして，この用例対間での順序関係（どちらが語
義掲載順位が高いか）を求める．これを yとおく．
このとき (x,y)をモデル学習に用いるひとつの事例
とすることで順序モデルを構築する．モデル学習
アルゴリズムには Ranking SVMを採用し [1; 2]，
実装物として SVM-Rank 1 を用いた．
ここまで，国語辞典の語義はリスト構造を仮定
し，このリスト内での並び方を掲載順序と読んで
いた．しかし，実際の語義構造は階層構造を持っ

1https://www.cs.cornell.edu/people/tj/

svm light/svm rank.html

ている．例えば，以下の表 3の左の例は語義の大
分類は２つであるが，それぞれ２つの中分類をも
つ例である．この構造をリスト化するにあたり，
表 3の右のように，大分類を優先するか，中分類
を優先するかの選択肢がある．今回は大分類を優
先させ，リスト化処理を施した．

表 3: 語義定義のリスト化
階層構造（大-中） 大分類優先 中分類優先

1-1 1 1
1-2 2 3
2-1 3 2
2-2 4 4

各用例は次の素性からなるベクトルとして表現
される．
• 対象単語の前後４単語の基本形の bag-of-

words．ただし，助詞等の機能語はカウント
から除外する．要素値には出現頻度を用いる．

検出時は，まず，テスト用例と学習用例の集合
をモデルへ入力し，用例間での順序関係のついた
用例リストを得る．この用例リストに対して，次
の新語義判定規則をテスト用例ごとに適用するこ
とで，新語義用例を検出する．
• 新語義判定規則：用例リストの中で，注目し
ているテスト用例以外のテスト用例をリスト
から取り除く．このリストにおいて，注目し
ているテスト用例がリストの下位 k%以内に
含まれていれば，新語義用例と判定する．そ
うでなければ既知語義用例と判定する．

今回の実験では k = 5，10，15，20を試した．
上記の設定のもと，データセットに対する３分

割交差検定を実施した．

3.2 実験結果
実験結果は見出し語ごとに得られるが，以後の

評価はすべて，見出し語で平均した評価値である．
まず，モデル適用の後に得られる用例リストを

評価する．結果を表 4に示す．見出し語ごとに用
例数が異なるため，表 4では，用例リストの末尾
をリスト内での用例順位を１位とし，先頭を最下
位として，新語義／既知語義の平均用例順位を求
めている．
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表 4: 用例リストの評価
新語義用例の平均順位 18.25
既知語義用例の平均順位 51.28

表 4から，新語義用例の方が平均順位が高いこ
とがわかる．この結果，平均的には新語義用例の
方が既知語義用例よりも末尾側に偏って配置され
ていることが確認できる．
次に検出性能を評価する．評価指標は，新語義
に対するPrecision，Recall，およびF値である．結
果を表 5に示す．表には補助情報として，新語義
検出総数と正解総数も示している．

表 5: 新語義検出性能の評価
P R F 検出数 正解数

k = 5 0.037 0.014 0.020 54 2
k = 10 0.035 0.027 0.031 114 4
k = 15 0.065 0.238 0.102 537 35
k = 20 0.074 0.354 0.122 702 52

表 5から，まず，kを大きくすることで検出数
が増えるが，これに従って正解数も増え，Recall
が向上することが確認できる．このことからもあ
る程度妥当な用例リストが出力できていることが
わかる．Precision は Recall ほど規則的な変化が
得られていないが，kが大きいほど良い評価値を
示しており，その結果，F値もそれに従うように
変化している．なお，一見，評価値全体を通して，
低い値を示しているように思われるかもしれない．
データセットが異なるため厳密な比較はできない
が，表 5の評価値は新語義検出の最新の研究結果
（例えば，文献 [6]）と比べても遜色ない結果であ
ると言える．
最後に，本手法の出力結果を例示する．用例の
後ろに，既知語義／新語義の別および実験結果の
正誤を示す．

見出し語：カバー
• ...美しい長椅子カバーが出来上がった．
（既，正）
• ...１月に施行した拉致被害者支援法でカバー
できない...（既，正）

• ...貿易の自由化をどの程度カバーするかに
ある．（新，正）

見出し語：以前
• ...善悪以前に，これ以上怒られる...（既，誤）
• ...以前宝塚の方が出ていた時...（既，正）
• ...言葉以前で命題にしていない．（新，正）

見出し語：サービス
• ...味とサービスのバランスが良い...（既，正）
• サービス残業しているわけではない．（既，誤）
• ...携帯電話のサービスなど...（新，誤）

見出し語：生命
• 遺伝子制御から生命解明へ（既，誤）
• ...我が国の生命線ともいうべき...（既，誤）
• ...oo生命の研修経験者です．（新，誤）

4 おわりに
本稿では国語辞典の語義掲載順を利用した新語

義検出手法について述べた．用例リストの実験結
果から，既知語義と新語義の区別はある程度でき
ているが，現状では，新語義判定の精度は高くな
い．今後，共通データセットの元での先行研究と
の比較を通して，問題点の整理を進めていきたい．
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